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Itoga Kazuo’s Thoughts on Empathy and “mitleben”

























ちなみに，この講義の 8 か月後にあたる同年 9 月
18 日に糸賀はこの世を去っており，死の前日であ






















Shingo Kunimoto : Itoga Kazuo’s Thoughts on Empathy and “mitleben”













































































































































































































































































































































































































































































境学研究科教育科学論コース）第 18 号，2015 年，
pp.44-56，金仙玉・朴祉玟・張主善による韓国語
訳『同』第 19 号，2016 年，pp.18-30 がある．
５ ）糸賀一雄『福祉の思想』，NHK 出版，1968 年．





















11 ）糸賀一雄「生活即教育」，『南郷』第 12 号，
1952 年（『糸賀一雄著作集Ⅰ』，NHK 出版，1982
年，pp.257-261 再録）．なお，引用にあたっては，
旧字体を新字体に置き換えた．
12 ）西田哲学と糸賀思想を結びつけた検討は糸賀研
究においては珍しいが，遠藤六朗「重症児（者）
福祉における実践の問題―『この子らを世の光に』
を西田哲学の行為的直観から考える―」，『糸賀一
雄「この子らを世の光に」ひかりの顕現―重症心
身障がい福祉が照らす生命・共生・ネットワーク
―』，中川書店，2015 年，がある．
13 ）田村一二『賢者モ来タリテ遊ブベシ～福祉の里
　茗荷村への道～』，NHK 出版，1984 年．なお，
本文中の頁数は，本書の引用部分を意味する．
14 ）『糸賀一雄の最後の講義―愛と共感の教育―［改
訂版］』，中川書店，2009 年，pp.46-47．
15 ）洪浄淑・松矢勝宏・中村満紀男「糸賀一雄の『共
感』思想に関する考察」，『心身障害学研究』第
25 巻，2001 年．
16 ）蜂谷俊隆『糸賀一雄の研究』，関西学院大学出
版会，2015 年．
17）前掲 5），pp.14-15．
